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■研究シーズ概要：歴史的建造物を現代に⽣かす実践的研究
歴史的建物は、時代の変遷の中で増築や改築が重ねられ、最初の形がわからないもの
も多い。伝統的な町並みでは、歴史的景観の調査をし、それらを尊重しながらも、現代
に⽣きて使えるデザインを研究し、建物を蘇らせる。通常の古⺠家や空家などでも、その
地域の⾵⼟や⽂化を調査し、それを⽣かした形で再⽣する。

■研究シーズの特徴 歴史的町並みや建物は、地域の⾵⼟、建物の⽴地や⽤途によっ
て様々な特徴がある。事例を丁寧に調査しながら現代のニーズに応えて修復再⽣をす
る、伝統を未来に繋げる実践的研究である。
①伝統的建造物群保存地区の町並みの再⽣と修景デザイン
②古⺠家、古建築のリノベーション、コンバージョン
③空家、廃屋の創造的利⽤のためのデザイン

キーワード：古⺠家、伝建地区の町並み再⽣

●重要伝統的建造物群保存地
区(千葉県佐原)の町並み再⽣
の事例。「いなえ」(明治時代の
建物)では、看板建築を撤去し、
閉鎖的な外観を伝統的な形に
再⽣することで、町並みに奥⾏き
が⽣まれた。

修復再⽣前の外観 軒、格⼦⼾を作った再⽣後

〒535-8585 ⼤阪市旭区⼤宮 5-16-1 TEL：06-6954-4140 FAX：06-6954-4066 E-mail：OIT.Kenkyu@josho.ac.jp
⼤阪⼯業⼤学 研究⽀援 ・社会連携センター




